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1.はじめに 
本研究は、「愛知海上の森」における造成地に

おいて、工事前後の調査結果を比較することで、

工事が環境にどう影響を及ぼしたかを考察した。

今年度は樹幹流の観測と水収支のモニタリングを

行った。 
 

2．調査地点と調査内容 
愛知工業大学北側の「海上の森」造成工事によ

ってできた繭玉広場付近とホトケ沢にて雨量観

測、樹幹流の観測、流量観測を行った（図 1）。 
 
3．調査方法 
 林外と林内に転倒マス式雨量計、雨量タンク、

樹幹流の計測施設を設置した。林内では土壌水分

計(WD-3-WT-5Y)を使用し、2 地点で観測を行っ

た。 
通称ホトケ沢に三角堰と水位計を設置し、H-Q

曲線を描き水位から流量を求めた。 
 
4.調査の結果 
4.1 土壌水分量 

2 地点での土壌水分量を図 2 に示す。観測点 B
は 

機材の故障により 2 度欠測の期間がある。 

第三地点の土壌水分計は樹幹流の影響を大きく受

ける地点(観測点 B)と付近に樹木がなく影響が少

ない地点(観測点 A)で土壌水分計を設置したとこ

ろ、2 地点で差が生じた。この結果から土壌水分

量は樹幹流に影響を受けていると考えられる。 

4.2 樹冠遮断率および樹幹流 
2003 年から 2016 年までの 9 月から 12 月の間で

樹冠遮断率について比較を行った。 
造成工事後に樹冠遮断率が増加の傾向にあるこ

とがわかる(図 3)。  
4.3 流出率の比較(図 4) 
 2003 年から 2016 年までの 9 月から 12 月の間で

流出率の比較を行った。2008 年では流出率が工事

前と比べると高くなり 2009、2010 年で年々低くな

っていったが、2011 年では高い数値となった。

2012 年以降では数値が下がり工事前の値に戻って

いる。 
 
5.まとめ 
・土壌水分量は樹幹流に影響を受けていると考え

られる。 
・流出率は、工事後一時は上がったが近年では工事

前と同様な数値が示された。 
・林外雨量を 100％としたとき、樹冠流は 15％か

ら 30％の割合を占め、平均すると 20％低下する

ことがわかった。 
 

 
図 1 調査地点 

 
図 2 土壌水分量の変化グラフ 

 

 
図 3 2003 年から 2017 年までの樹冠遮断率 

 

 
図 4 2003 年から 2017 年までの流出率 

0

5

10

15

20

250

20

40

60

80

100

4/1 5/21 7/10 8/29 10/18 12/7

0%

5%

10%

15%

20%

欠
測
期
間

水位・流量観測 

樹冠流・林内雨量 
土壌水分量 

林外雨量 0m 100m 

欠
測
期
間 

欠
測
期
間 

欠
測
期
間 

工
事
期
間 

土
壌

水
分

量
（

％
）

 

林
外

雨
量

(m
m

 / 10m
in) 

造
成
工
事 流

出
率

（
％

）
 


